
慶應義塾大学 市民公開講座が開催されました 

 

日時：2015年 10月 25日（日）10:00-11:00 

場所：北里記念医学図書館 2階 北里講堂 

 

公開講座：「前立腺がんってどんな病気？ PSAって何ですか？」 

講師：大家 基嗣 先生（慶應義塾大学医学部泌尿器科学教授） 

 

 

 

 

 

 

慶應義塾大学病院による、一般市民向け前立腺がん啓発イベント“ＰＳＡスクリーニング

キャンペーン”開催を通して 

本年 10 月 25 日に前立腺がんの早期発見のための啓発イベント“ＰＳＡスクリーニングキ

ャンペーン”を開催したので報告します。現在、前立腺がんは欧米諸国において、男性の

がん罹患率第１位の主要ながんですが、本邦でも増加傾向にあり、前倒しで、本年にはい



よいよ男性のがん罹患率第１位になることが想定されています。早期発見できれば手術・

放射線療法により完治が可能になってきましたが、本邦においては前立腺がんへの関心が

それほど高いとは言えず、早期発見のためのＰＳＡ（Prostate Specific Antigen: 前立腺特

異抗原の略で前立腺がんの腫瘍マーカー）検診の暴露率が低く、初期診断時に進行がん患

者さんの割合が多い現状があります。 

２０１３年から前立線がんの早期発見のため、また地域医療に貢献したいという思いから、

ＰＳＡ検診の重要性を伝える啓蒙活動を開始し、本年で 3 回目となりました。当泌尿器科

教室員のみならず、臨床検査技師の方々や医療事務室の方々の多大なるご尽力もあり、北

里講堂において “ＰＳＡスクリーニングキャンペーン”の開催となりました。キャンペー

ンの案内は、全国規模での朝日新聞のＰＳＡスクリーニングキャンペーンとも連携しつつ、

慶應病院ホームページや慶應病院内・新宿区医師会の病院・医院・信濃町商店街、ＪＲ信

濃町駅でのポスター掲示・配布に加え周知しました。当日は秋晴れの晴天に恵まれ過去最

大の１４５名の参加がありました。最初の 1 時間の市民公開講座では、大家教授の情熱あ

ふれる分かりやすい講演に、参加者は熱心に聞き入っていました。講演後、医師による問

診後にＰＳＡ採血を講堂後方で行いました。当科のスタッフや専門医による、Q&Aコーナー

を設け、採血の合間に希望者に対して質問や相談を受け付けたところ、日ごろの疑問や悩

み相談に真摯に対応したため、列が途切れることがなく大好評でした。過去２回の経験を

生かした事前準備の成果もあり、円滑に事故なく、無事にイベントを遂行することができ

ました。参加者に対するアンケートの集計結果から、前立腺がんや検診の重要性が理解で

きた、家族や友人に勧めようと思った、慶應病院主催の公開講座にまた参加したい、とい

う声が多く聞かれ、反響の大きさを痛感しました。今後も引き続き、前立腺がん早期発見

に対する啓蒙活動を継続し、少しでも地域住民の皆様の医療福祉の向上に貢献したいと考

えております。（79回相当 小坂 威雄） 

 

 


